
日野都市計画地区計画の変更（日野市決定）
　都市計画東豊田地区地区計画を次のように変更する。

 名　　　　　 　称 　東豊田地区地区計画

                 位　　　 　　　置   　　※ 　日野市東豊田一丁目、東豊田二丁目及び東豊田四丁目各地内

地区施設の整備の方針 　土地区画整理事業により一体的に整備される道路、公園及び水路の維持、保全を図る。

                 面　　　 　　　積   　　※ 　約　８．０ｈａ
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地区計画の目標

　本地区は、土地区画整理事業により健全な市街地の形成、整備を図った地区である。地区の南側には浅川が
流れ、水路と一体的に配置する公園や今なお残る田園風景を生かし、みどりと水に恵まれたまちづくりを目指
す。また、日野都市計画道路３・３・２号（東京八王子）線（以下広域幹線道路）沿道では都市計画道路の整
備と併せ大規模店舗等の適正な誘導を行い、周辺住宅地と地域商業とが調和した良好な環境の形成を図るとと
もに、事業効果の維持増進を図ることを目的とする。

土地利用の方針

　本地区を４つの地区に区分し、地区の特性に見合ったまちづくりを進めるため、土地利用の方針を次のよう
に定める。

 〔沿道地区（Ａ）〕

　広域幹線道路沿道の利便性を活かし、大規模店舗等の車利用のサービス業務施設地を誘導するととも
に、沿道景観に相応しい土地の高度利用を促進し、後背する閑静な住宅地への騒音を遮断するなど周辺環
境と調和のとれた地区の形成を図る。

 〔沿道地区（Ｂ）〕

　幹線道路沿道の利便性を活かし、沿道景観に相応しい土地の高度利用を誘導し、住宅と商業、業務の調
和した地区の形成を図るとともに、後背する閑静な住宅地への騒音を遮断するなど周辺環境と調和のとれ
た沿道地区の形成を図る。

 〔農と用水のある地区〕

　今なお残る田園風景を保全しつつ、低層住宅を主体とした良好な住環境の形成を目指し、敷地の細分化
を防止するとともに、住宅と農地が調和した閑静な住宅地の形成を図る。

 〔水辺のある地区〕

　地区に隣接して流れる浅川と調和した良好な住宅地の形成を図る。

    建築物等の整備の方針
　良好な街並みの形成を図るため、建築物等の用途の制限、建築物の敷地面積の最低限度、壁面の位置の制
限、建築物の高さの最高限度、建築物等の形態又は意匠の制限及び垣又は柵の構造の制限を定める。
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地区の
区　分

沿道地区（Ａ）

店舗兼用住宅

沿道地区（Ｂ） 農と用水のある地区 水辺のある地区

約 ２．８ｈａ 約 ０．５ｈａ 約 ４．０ｈａ 約 ０．７ｈａ

勝馬投票券発売所及び場
外車券売場その他これに
類するもの

診療所兼用住宅

前各号の建築物に附属するもの

ナイトクラブその他これ
に類するもの

建築物の敷地面
積の最低限度

２００㎡ １２０㎡

建築物の用途の
制限

　次の各号に掲げる建築物
は、建築してはならない。

―

　次の各号に掲げる建築物以外の建築物は、建築してはなら
ない。

ホテル 住宅

共同住宅

風俗営業等の規制及び業
務の適正化等に関する法
律第２条第１項第４号に
掲げる建築物又は施設

事務所兼用住宅

壁面の位置の
制限

　計画図に表示する１号壁面
線においては、建築物の外壁
又はこれに代わる柱の面から
道路境界線までの距離は、１
ｍ以上とする。

　建築物の外壁又はこれに代わる柱の面から隣地境界線までの距離は、０．６ｍ以上とする。
ただし、この距離の限度に満たない距離にある建築物又は建築物の部分が次の各号の一に該当
する場合においては、この限りでない。

物置その他これに類する用途（自動車車庫を除く。）に供し軒の高さが２．３ｍ以下
で、かつ床面積の合計が５㎡以内であるもの

自動車車庫で軒の高さが２．３ｍ以下であるもの

外壁又はこれに代わる柱の中心線の長さの合計が３ｍ以下であるもの

建築物等の
高さの最高限度

―

　建築物の高さは地盤面から
９ｍ、軒の高さは７ｍをそれ
ぞれ越えないものとする。

　建築物の高さは地盤面から
９ｍ、軒の高さは７ｍをそれ
ぞれ越えないものとする。た
だし、陸屋根については、最
高高さ７ｍとする。
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建築物等の
形態又は意匠の

制限

建築物の外壁又はこれに
代わる柱の色彩は、刺激
的な色を避け、落ち着き
のある色調とする。

建築物の外壁又はこれに
代わる柱の色彩は、刺激
的な色を避け、落ち着き
のある色調とする。

建築物の外壁又はこれに
代わる柱の色彩は、刺激
的な色を避け、落ち着き
のある色調とする。

建築物の外壁又はこれに
代わる柱の色彩は、刺激
的な色を避け、落ち着き
のある色調とする。

表示又は掲出することが
できる屋外広告物は、次
の各号に掲げるものとす
る。

住戸への出入りのため水
路上を横断する場合は、
その工作物の幅は４ｍ以
下とする。

住戸への出入りのため水
路上を横断する場合は、
その工作物の幅は４ｍ以
下とする。

屋外広告物は、過大とな
らず周囲の環境と調和す
るよう色彩、大きさ及び
設置場所に留意し、美観
風致を損なわないものと
する。過大とならず周辺の環境

と調和するよう、色彩、
大きさ及び設置場所に留
意し、美観風致を損なわ
ないもの

看板、広告物、装飾等こ
れらに類する工作物は、
建築物の屋上に設けるこ
とはできないものとす
る。

屋外広告物は、過大とな
らず周囲の環境と調和す
るよう色彩、大きさ及び
設置場所に留意し、美観
風致を損なわないものと
する。

光源が点滅しないもの

※は知事協議事項

「区域、地区の区分及び地区施設の配置は計画図表示のとおり」

　理由：　広域幹線道路び整備と併せて沿道の計画的な誘導を行う。
　　　　　また、風俗営業等の規制及び業務の適正化に関する法律の改正による建築基準法改正に伴い表記上の整合を図るため地区計画を変更する。

ネオン管を使用しないも
の

屋根は、陸屋根としない
ものとする。

垣又はさくの
構造の制限

道路に面する垣又はさく（門柱を除く。）の構造は、生
垣又はフェンスとする。ただし、高さ０．６ｍ以下のコ
ンクリートブロック塀等はこの限りでない。

道路に面する垣又はさく
（門柱を除く。）の構造
は、生垣又はフェンスと
する。ただし、高さ０．
６ｍ以下のコンクリート
ブロック塀等はこの限り
でない。

道路に面する垣又はさく
（門柱を除く。）の構造
は、生垣又はフェンスと
する。ただし、高さ０．
６ｍ以下のコンクリート
ブロック塀等はこの限り
でない。

水路に面する垣又はさく
（門柱を除く。）の構造
は、生垣とする。ただ
し、高さ０．６ｍ以下の
石積み、自然石の上に植
栽を施したものはこの限
りでない。

浅川に面する垣又はさく
（門柱を除く。）の構造
は、生垣とする。ただ
し、高さ０．６ｍ以下の
コンクリートブロック塀
はこの限りでない。


